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口絵 1

ー 日向遺跡遠景（北東から）

2
 

日向遺跡遠景（北西から）



序

埼玉県は、「ゆとりとチャンスの埼玉」を将来像として目指しています。この将来像を実

現するため、このたび4つの「埼玉安心戦略の体系」を示し、全ての項目に「戦略指標」を

掲げました。そのうちの一つに人々が活発に交流できる交通環境の整備を目指す「戦略 4

地域の魅力 創造戦略」があります。「どこでも楽々行ける」、「渋滞のない円滑な自動車交

通」の実現のため、また県内のどの地域にも予定した時間通りに移動でき、人々の豊かな交

流や活発な経済活動を支える道路網を整備する具体的な取り組みとして、高速道路インター

チェンジヘのアクセス道路の整備をあげております。

小川町と嵐山町とを結ぶ「地方特定道路」は、関越自動車道小川嵐山インターチェンジへ

のアクセス道路として計画され、平成 6年度から事業に着手し、同インターチェンジの整備

にあわせ供用開始しました。このバイパス道路を整備することにより、産業・文化・物流の

拠点として、比企地域の活性化に大きく貢献するものと期待しております。

さて、このバイパス道路の整備予定地周辺には、先人たちの歴史を今に伝える遺跡が多数

あり、その幾つかは発掘調査され、貴重な成果があがっております。

日向遺跡は、地方特定道路用地内に所在し、その取り扱いについて、埼玉県教育局生涯学

習部文化財保護課（当時）が関係諸機関と慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず

記録保存の措置を講じることとなりました。発掘調査は、埼玉県土木部道路建設課（当時）

の委託を受け、当事業団が実施しました。

調査の結果、縄文時代の埋甕、中世の井戸跡や溝跡、さらに墓と思われる土城などが発見

され、縄文土器や石器、平安時代の須恵器・土師器をはじめとして、中 ・近世の陶磁器類や

カワラケ、漆椀などの貴重な遺物が出土しました。

本書は、これらの発掘調査の成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保護・普及な

らびに啓発の資料として、また学術研究の基礎資料として、広く活用していただければ幸い

です。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整にご尽力いただきました埼予県教育局市町

村支援部生涯学習文化財課をはじめ、埼玉県県土整備部道路街路課、小川町教育委員会並び

に地元関係者各位に厚くお礼申し上げます。

平成19年 2月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長福田陽充



例 言

1.本書は、埼玉県比企郡小川町大字中爪字榎戸

126-1番地ほかに所在する日向遺跡第 2次調査の

発掘調査報告書である。

2. 遺跡の略号と、代表地番及び発掘調査に対する

指示通知は以下のとおりである。

日向遺跡第 2次 (HNTII) 

平成14年4月30日付け教文第 2-6号

3.発掘調査は、地方特定道路（改築）整備工事に

伴う事前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課 （当時）が調整 し、埼玉県土木部道路

街路課 （当時）の委託を受け、財団法人埼玉県埋

蔵文化財調査事業団が実施した。

4.発掘調査事業は、 I-3の組織により実施した。

5.調査は、瀧瀬芳之、松岡有希子が担当し、平成

14年 4月 8日から平成14年 5月31日まで実施し

た。

6.整理・報告書作成事業は、鈴木孝之が担当して、

平成18年10月 2日から平成18年12月28日まで実施

し、平成19年 2月28日に報告書を刊行した。

7.遺跡の基準点測量は、株式会社東京航業研究所

に委託した。

8.遺跡の空中写真は、株式会社東日本朝日航洋に

委託した。

9.発掘調査時の写真撮影は瀧瀬、松岡が行い、遺

物の写真撮影は大屋道則が行った。

10. 出土遺物の整理、および図版の作成は鈴木が行

い、遺構図版に関しては清水慎也の協力を得た。

11.本書の執筆は、 I -1を埼玉県教育局市町村支

援部生涯学習文化財課が行い、その他は鈴木が行

った。

12.本書の編集は、鈴木が行った。

13.本書に掲載した資料は、平成19年 1月以降、埼

玉県教育委員会が管理・保管する。

14.本本書の作成にあたり、浅野晴樹、小川町教育

委貝会のご協力をいただいた。



凡

1.本書における X・Yの数値は、 2000年以前の日

本測地系（旧測地系）による平面直角座標第1X系

（原点： 北緯36°00'00”、東経139°50'00'') に

基づく座標値（m) を示し、各挿図内における方

位は全て座標北を示している。

L-66グリ ッドにおける日本測地系（旧測地系）

での座標値と、北緯・東経値は、

X = 7050.0m Y = -47600.0m 

北緯36°03'44" 58571 

東経139° 18'17" 54828である。

同グリッドにおける世界測地系（新測地系）で

の座標値と、北緯・東経値は、

X = 7405.5353m Y = -47892.9335m 

北緯36°03'56" 04625 

東経139° 18'05" 99215である。

2. 遺跡におけるグリッドは、前記の座標系に基づ

いて設置し、 10mx 10mを基本グリッドとしてい

る。

3. グリッドの名称は北西杭を基準とし、東西方向

は西から東ヘアラビア数字で番号を付し、南北方

向は南から北ヘアルファベット（大文字）を付し

た。

4. 本書における本文・挿図・表に示す遺構の略号

は、以下のとおりである。

SD 溝跡

SK 土堀

SX 性格不明遺構

SE 井戸跡

P ピット

例

5.挿図の縮尺は、各図版中に示した。

【遺構図】

全体図・・・・・・・・・・・・1/60

土城•井戸跡…1/60

溝跡・・・・・・・・・・・・..平面： 1/150 断面： 1/50 

ピッ ト・・・・・・・・・・・・1/60

【遺物】

土器・・・・・・・・・・・・・・・1/4

石製品…………石鏃： 2/3 凹石： 1/3

砥石・磨石： 1/4

木製品・・・・・・・・・・・・1/6• 1/8 

6.遺物のうち、須恵器は断面を黒塗りにした。

7. 遺構断面図等に表記した水準数値は、海抜標高

を示す。

8. 遺物観察表については以下のとおりである。

•口径・底径・器高はセンチメートル (cm) 、重さ

はグラム(g)を単位とする。

・法量を示す（ ）内の数値は復元推定値を意味す

る。

・残存率は、あくまでも目測によるもので、 5% 

刻みで表した。

・焼成は、良好・普通・不良の 3段階で示した。

9. 本書に掲載した地形図は、国士地理院発行の

1/25,000地形図を使用した。

10. 土層お よび土器類の色調の表記は、『新版標準

土色帖』 2002年度版（農林水産省農林水産技術会

議事務局監修•財団法人日本色彩研究所色票監

修）に従った。
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I 発掘調査の概要

1.発掘調査に至る経過

埼玉県では、 『彩の国 5か年計画21』に「便利で快

適な総合交通体系を整備する」という基本目標を揚

げて、県内道路交通網の整備を推進している。

埼玉県教育局生涯学習部生涯学習文化財課では、

これら県が実施する公共開発事業にかかる埋蔵文化

財の保護について、従前より関係部局と事前協議を

重ね、調整を図ってきたところである。

主要地方道熊谷小川線工事事業に係る埋蔵文化財

の所在の有無及びその取り扱いについては、平成12

年 3月10日付け道建第667号で道路建設課長から、文

化財保護課長（当時）あて照会があった。

これを受けて文化財保護課では、試掘による確認

調査を実施し、日向遺跡 (No.35-21) の所在が確認

された。平成13年11月 5日付け教文第1061号で道路

街路課長あて、埋蔵文化財の所在及び法手続きに関

することとともに、その取り扱いについて、 「エ事計

画上やむを得ず現状を変更する場合には、事前に記

録保存のための発掘調査を実施」することを回答し

-1-

発掘調査については、財団法人埼玉県埋蔵文化財

調査事業団が実施機関としてあたることとし、事業

団、川越県土整備事務所、文化財保護課の三者によ

り調査方法、期間、経費などの問題を中心に協議が

行われた。その結果、発掘調査は、平成14年 4月8

日～平成14年 5月31日の期間で実施された。

文化財保護法第57条の 3 （現第94条）の規定によ

る埋蔵文化財発掘通知が埼玉県知事から平成14年 3

月11日付け道街第945号で提出され、それに対する保

護法上必要な勧告は平成14年 3月20日付け教文第3-

1089号で行った。

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長から

文化財保護法第57条第 1項（現第92条）の規定によ

る発掘調査届が提出された。発掘調査の届出に対す

る指示通知番号は次のとおりである。

平成14年4月30日付け教文第 2-6号

平成14年 5月29日付け教文第 2-10号

（埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課）



2.発掘調査・報告書作成の経過

(1)発掘調査

日向遺跡の発掘調査は、平成14年 4月8日～平成

14年5月31日まで実施した。調査面積は1,735面であ

る。

4月 8日に現場事務所を設置、 10日に発掘器材の

搬入を行うとともに、表土掘削を開始した。続いて

15日より補助員による遺構に精査に着手し、 22日に

は基準点測量を行った。

5月27日までに遺構の調査を終了した。翌28日に

は発掘器材の撤収を行うとともに、重機による埋め

戻しを開始した。31日には現場事務所を撤去し、す

べての作業を終了した。

その後、発見届けを小川警察署に、保管証を小川

町教育委員会に提出した。

(2)整理・報告書作成作業

整理作業は、平成18年10月2日～平成18年12月28

日まで実施した。
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10月 2日から遺物の水洗・註記を開始し、続いて

遺物の接合・復元作業を実施した。

遺構図面については、図面整理を経て、第二原図

を作成し、スキャナーで取り込んだ後に、コンピュ

ーターによるトレース作業お よび土層註記等を挿入

し編集作業を進めた。

遺物は、接合・復元が終了したものから実測作業

に入り、 10月下旬から併行してトレース・採拓をし、

版下の作成を行った。

11月上旬に遺物写真の撮影を行い、図面・ 写真・

本文の割付と原稿執箪を進め、編集作業を行った。

11月下旬に大部分の作業を完成させて、印刷業者選

定し入稿した。 3回の校正を経て、平成19年 2月に

報告書を刊行した。

入稿の前後に、本報告書で取り扱った図面類・写

真類・遺物等を整理・分類し、収納作業を行った。



3 ■ 発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査 （平成14年度） (2)整理・報告書刊行 （平成18年度）

理 事 長 桐川卓雄 理 事 長 福田陽充

常務理事兼管理部長 大舘 健 常務理事兼総務部長 岸本洋 一

（管理部） （総務部）

応目 理 幹 持田紀男 総務部副部長 昼間孝志

（調査部） 総 務 課 長 高橋義和

調 査 部 長 高橋 一 夫 （調査部）

副 部 長 坂野 和 信 調 査 部 長 今泉泰之

（調査第一担当） 調査部副部長兼

専門調査員 村田健 ― 資料活用部副部長 小野 美代子

統括調査員 瀧瀬芳之 主幹兼整理第一課長 儀崎

調 査 員 松岡有希子 主 査 鈴木孝之
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]1 遺跡の立地と環境

小川町は、埼玉県のほぼ中央にあたる比企郡の北

西部に位置している。北は大里郡寄居町、東は比企

郡嵐山町、南は同郡玉川村・都幾川村、西は秩父郡

東秩父村に接している。

地形的には、外秩父山地の北東部にあたる堂平山

（標高875.6m)・笠山 （標高837m)・金勝山（標高

263.9m)等々が西に位置し、これらを水源とする槻

川や兜川によ って形成された盆地状の谷底平地 （小

川盆地）、 比企北丘陵西端にあたる市野川とその支流

による開析が進んだ小谷地形などに区分できる。

日向遺跡が立地する比企丘陵は、外秩父山地の外

縁に形成された西高東低の丘陵部で、中央に菅谷・

松山台地を挟んで、南北に大きく二分されている。

北側の比企丘陵は、西から南東方向に流下する滑

川・粕川・市野川・兜川・槻川などによって開析さ

れ、幾筋もの、低く細長い尾根筋が南東方向に連な

る景観を呈している。これらの小河川は、さらに南

下と合流を繰り返し、やがて川島町内で荒川に合流

する。

日向遺跡は、市野川とそれに流れ込む小河川によ

って開析された小支谷を挟む、台地から沖積地への

移行部分に形成された遺跡といえる。遺跡は、市野

川右岸の段丘面お よび支流の谷部、河岸段丘に続く

小丘陵に立地している。今回の調査地点は丘陵の裾

部にあたり、標高は約58~59mを測る。

比企丘陵内には、ゴルフ場、 工業団地などの造成

をはじめとする大型開発が進み、それに伴う大規模

な発掘調査が行われている。その結果、従前の分布

調査による認識とは、様変わりして来つつあるのが

現状である。

以下に、日向遺跡(1)とその周辺遺跡を概観する。

旧石器時代の遺跡は、市野川上流域では寄居町牛

139° 18'15" 

［
、
一

36° 3'45" 

荒川低地

‘ヽ．；・士一也::¥  -・ヽ．ー：． ・`一• ・―クー・l . 

髯 髯 □DD
山地凹地 丘陵 台地低地 ゜

20km 

第 1図埼玉県の地形
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無具利遺跡・稲荷窪遺跡、小川町内では後期旧石器

時代中段階のものとされる黒曜石製のナイフ形石器

が出土している。

縄文時代草創期の遺跡は、嵐山町越畑城跡 (79)で

矢柄研磨器片が、小川町久保ヶ谷戸遺跡（55)では柳

葉形の頁岩製石槍が出土している。早期では、嵐山

町越畑城跡・同金平遺跡(loo) ・小川町日丸遺跡•町

場遺跡・北蟹山堰遺跡（34)等がある。前期では、八

幡台遺跡•平松台遺跡・日丸遺跡・大杉遺跡 (38) • 

天神谷遺跡（30)・台ノ前遺跡（40)・中井遺跡(48)・悪

戸遺跡（50)・日向遺跡がある 。中期では、町場遺

跡・台ノ前遺跡・北蟹山堰遺跡・宮子遺跡（57)・下

原道北遺跡（13)• 本宿前遺跡 (61) ・日向遺跡・天神谷

遺跡・八幡台遺跡がある。後・晩期では、金平遺

跡•町場遺跡・八幡台遺跡・中井遺跡・日向遣跡が

ある。

弥生時代の様相は明らかではないが、後期の越祢

遺跡（53)・宮ノ脇遺跡（49)がある。

古墳時代については、前期の集落遺跡である越祢

遺跡があり、峯原遺跡（47)・岡原遺跡では土器片が

出土している 。後期では、越祢遺跡・寿源寺遺跡

(41)・中井遺跡・道下遺跡（36)・台ノ前遺跡のほか、

新田古墳群・草加古墳群がある。

奈良•平安時代になると、遺跡数はさらに増加す

る。 8世紀代の中井遺跡・台ノ前遺跡、 8~9世紀

代の日丸遺跡・越祢遺跡、 8~10世紀代の六所遺

跡・大杉遺跡、 9~10世紀の稲岡遺跡（53)、嵐山町

では 9~11世紀代の六丁遺跡（92)、小川町内では10

世紀代の稲岡遺跡等がある。

中世になると、鎌倉街道上道が町内を抜けていく

ことによって、遺跡が増加する。12世紀後半では、

鎌倉街道上道に近接する嵐山町行司免遺跡がある。

行司免遺跡では、住居跡状の竪穴状遺構 3 基•井戸

跡 3基・士堀 5基・溝跡11条と、掘立柱建物跡と思

われる柱穴群が東西70mX南北50mおよび東西30mX

南北50mの範囲から集中して確認されており、企画

性の高い中世の遺跡であることが判明した。また、
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『吾妻鏡』にも関連記事記載がみられる旧平沢寺僧坊

跡群が存在する。確認調査の結果、 12世紀～13世紀

初頭にかけて構築されたと推定される一辺約10mの、

東日本でも最大級の四面堂跡や池跡が検出され、旧

平沢寺が浄土庭園を構成する大寺院で、秩父氏や畠

山氏と関連の強い寺院であると推定されている。

13世紀代になると、小川町内の市野川沿いを走る

鎌倉街道上道沿いで、常滑甕などが出土する遺跡が

増加する傾向がみられる。小川町内では、鎌倉街道

上道に伴うと思われる掘割状の遺構が、 3箇所残さ

れている。

13世紀後半以降の遺物は、六所遺跡・台ノ宮遺

跡・日丸遺跡・久保ヶ谷戸遺跡などがある。六所遺

跡では、 9基の井戸跡が検出されているが、建物跡

などの遺構は検出されていない。日丸遺跡では、ピ

ット群内から青白磁合子や、 15世紀代までの瓦質土

器が確認されている。鎌倉街道上道沿いと推定され

ている嵐山町金平遺跡では、掘立柱建物跡や鋳造遺

構群が検出された。また、この遺跡からは、弘安 4

(1281)年銘の鋳型が出土していることなどからも、

鎌倉時代の工房跡と推定されている。なお、深沢遺

跡(94)でも、 13~14世紀の遺物とともに製錬滓と鋳

型が検出されている。

このように、中世関連の遺跡が多いことから、こ

の地域が要所であったと見倣される。

鎌倉街道上道沿いは、戦国時代においても後北条

氏の支城制により、この街道を見張るように菅谷

城・杉山城（87)・越畑城・高見城などが配置され、

甲斐の武田氏・越後の上杉氏に対する防御ラインと

して機能していた。

現在までの知見からみて、日向遺跡とその周辺地

域が、縄文時代以降、活発化するのは奈良•平安時

代以降といえる。その背景にある南比企窯跡群の創

業と、東山道と結ぶ裏街道としての役割などにより、

この地域は要所となっていった。さらに関東武士の

登場以降、幾度か歴史の舞台となっていくのである。



第 2図 周辺の遺跡
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第 1表 周辺の遺跡一覧表

番号 遺 跡 名 時 代 番号 遺 跡 名 時 代
1 日向追跡 71 北山 縄文
2 耕地 古墳 ・奈良•平安 72 旧平沢寺僧坊跡群 平安・中世
3 神名沢B 縄文 73 入
4 神名沢A 奈良 74 尾曽葉 縄文
5 味正作 奈良 •平安 75 旧平沢寺僧坊跡群 平安・中世
6 峯坂 縄文 76 旧平沢寺僧坊跡群 縄文・中世
7 下町 古墳 77 幡後谷津 縄文
8 神明河原 奈良•平安 78 大堂 縄文， 河原 奈良平 安 79 越畑城跡 縄文 •奈良 •平安・中世
10 大沢 奈良•平安 80 山玉下 縄文
11 中島 奈良•平安 81 花見台
12 川向井 縄文 82 北ヶ谷戸 古墳・奈良•平安
13 大豆五駄 縄文•平安 83 大木即 縄文・奈良•平安
14 平松台 縄文・弥生平安 84 小栗北 縄文•平安
15 中の台 縄文平安 85 小栗 奈良平安
16 松の木 縄文 86 打越 縄文
17 仲道 奈良平安 87 清明 縄文
18 下廣地 奈良平安 88 杉山城跡 中世
19 上田中 奈良•平安 89 楽の峰 古墳
20 笠郷 縄文奈良平安 90 西町繰 縄文
21 関根 奈良•平安 91 表猿ヶ谷戸 平安
22 東水穴 奈良•平安 92 釜石 縄文 •平安
23 山下 奈良•平安 93 六丁 縄文・奈良•平安
24 和具B 奈良平安 94 堂ヶ谷戸 古墳
25 和具A 奈良平安 95 深沢 縄文
26 金山 96 向イ 縄文・奈良•平安
27 物見山 戦国 97 松原 縄文・奈良•平安
28 山根 縄文•平安・中世 98 辻 縄文・奈良平安
29 関下 縄文平安 99 久保月lj 縄文平安
30 天神谷 縄文 100 本竹 縄文 •平安
31 伊勢下塚 101 金平 縄文平安
32 伊勢下 102 金井 縄文•平安
33 中谷津 縄文 •平安 103 松葉 縄文
34 北聾山 縄文 104 八千代山 平安
35 蟹山 縄文 105 原古墳群 古墳
36 道下 平安 106 中谷 縄文
37 片瀬 縄文 107 吹上 縄文
38 大杉 奈良平安 108 向原 縄文
39 岡原 縄文・奈良 •平安 109 須賀谷原 中世
40 台ノ前 縄文・古墳•平安 110 大塚古墳 古墳
41 寿源寺 古墳平安 111 泉蔵院跡 奈良•平安 •南北・戦国・江戸
42 石塚 古墳 112 蟹沢 弥生・奈良
43 行人塚古墳群 古墳 113 芳沼入 縄文・弥生・奈良・中世～近世
44 神戸古墳 古墳 114 芳沼入下 奈良
45 峯久保 平安 115 天神山古墳群 古墳
46 新屋敷古墳 古墳 116 大野田西 弥生•平安
47 峯原 縄文•古墳・奈良•平安 117 大野田 縄文・弥生・奈良・中世～近世
48 中井 縄文 ・古墳 ・奈良•平安 118 尺尻北 縄文•平安
49 宮の脇 弥生・奈良 •平安 119 尺尻 旧石器縄文平安
50 悪戸 縄文•平安 120 新田坊 縄文 •平安
51 経塚 平安 121 大平 旧石器縄文
52 稲岡 古墳平安 122 中郷 縄文
53 越祢 縄文 ・ 弥生・古墳・奈良 •平安 123 金皿 戦国江戸・中世
54 西稲岡 縄文 124 花見堂 縄文 •古墳
55 久保ケ谷戸 縄文 125 花見堂東 縄文
56 能満寺裏 平安 126 天沼 縄文・古墳
57 宮子 縄文 127 松原古墳群 古墳
58 向ロク口ミ右此 室町戦国 128 厳山古墳群 古墳
59 内郷A 縄文•平安 129 船）II 縄文・弥生・古墳
60 内郷B 平安 130 林良古墳群 古墳
61 本宿前 縄文平安 131 西両表 古墳
62 西ヶ谷戸古墳群 古墳 132 台沼古墳群 古墳
63 下原道北 縄文平安 133 台沼古墳群 古墳
64 下原道南 縄文・奈良•平安 134 滑川・嵐山ゴルフコース内遺跡 旧石器縄文奈良•平安
65 池ノ入 135 広瀬 古墳・奈良•平安
66 祖父ヶ入 Nol 縄文 136 中尾古墳群 古墳
67 祖父ヶ入 No2 縄文 137 屋田 弥生 •古墳・近世
68 祖父ヶ入蜘3 縄文 138 月の輪古墳群 古墳
69 外道寺 139 寺の台 縄文・古墳
70 祖父ヶ入 No4 縄文
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m 遺跡の概要

日向遺跡は、比企郡小川町大字中爪字榎戸126-1番

地他に所在する。遺跡は、市野川とそれに流れ込む

小河川によって開析された小支谷を挟む、台地から

沖積地への移行部分に立地する遺跡といえる。

遺跡の推定範囲は、東西約 1km、南北約380mであ

る。日向遺跡は、小川町教育委員会に よりたびたび

発掘調査が行われ、その成果が公にされている。

その概要に触れておきたい。第 1次調査は、低台

地状の丘陵を降りき った市野川の河岸段丘で行われ、

掘立柱建物跡 1棟、井戸跡 7基、土堀100基・溝跡15

条が検出されている。掘立柱建物跡は、桁行 4間、

梁行 2間以上であるが、時期を示す遺物は確認され

ていないが、中世の館の可能性が考えられている。

井戸跡はいずれも 13世紀中葉から14世紀代に納ま

り、青磁碗、在地産片口鉢、常滑甕・片口鉢、漆椀、

すりこぎ、石硯、曲物ほかが出土し、全体的に遺物

の出土は少ないが、中世の土堀墓と推定されている。

第 2次調査は、台地頂部の東端で行われ、 16世紀

代を中心とした時期の方形区画を伴う屋敷跡のほか、

弥生時代末期～古墳時代前期の土城、中世前期の青

磁片などが確認されている。

第 3次調査はほぼ頂部を対象とし、中性の区画ま

たは道路に伴うと思われる溝跡が検出されている。

縄文時代中期後半の土器・石器や、中世前期の青磁

片が出土している。

第 4次調査は、谷部を中心に行われ賂しい数の縄

文時代中期の土器のほか、平安時代の住居跡や、墨

書土器が埋納された井戸跡が検出されている。

第5調査は、ほぼ頂部の北向き斜面上部で行われ、

縄文時代中・後期の土城が確認されている。

第 6調査は、頂部から南側斜面に移行する変換点

にあたり、 9世紀中葉の住居跡、 9世紀前葉の土城、

中世の溝などが検出されている。

第 7調査は、台地の突端部に近い位置にあたる。
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9世紀後半の須恵器が出土した土城のほか、遺物包

含層からは縄文時代中期の土器や石器が確認されて

いる。

ついで、事業団第 1次調査についても概観してお

く。調査区は 3箇所に分かれており、便宜上A区～

c区と命名されている。

A区南端部は、小川町教育委員会による第4次調査

地点に近接している。A区は谷部、標高約66m、丘

陵の頂部である C区は標高約83mを測り、約17mの標

高差がある。

検出された遺構は、奈良•平安時代の住居跡22軒、

中・近世の溝跡13条、土城100基、ピット85基などが

挙げられる。炭焼窯 5基については、出土遺物はな

く、時期は不明である。

遺構は一定の場所に集中する傾向があり、遺構が

検出されていない部分も多い。住居跡はA区の谷

部・台地の一段高い部分、 C区南側の 3箇所に集中

している。出土遣物としては、住居跡からは 8世紀

中頃～ 9世紀後半の土師器坪・台付甕・甕、須恵器

坪・椀・蓋．甕のほか、灰釉陶器、紡錘車などが出

土した。溝跡や土堀からは陶磁器・カワラケ・古銭

などが出土している。

なお、埼玉県教育委員会の調査報告（埼玉県教委

1983)のデータを基にすれば、鎌倉街道上道が、 A

区内を通過していたと推定される。

ここに報告する遣構と遺物は、当事業団としての

第 2次調査となる。調査区は 3箇所に分かれている

ため、事業団第 1次調査のA~C区に引き続き、 D

~F区と命名した。

調査区におけるグリッド配置については、通常、

北から南へ、西から東へと振られるが、発掘調査時

のグリッド配置を踏襲して、南から北へ、西から東

へと配置することとした。



① 小川町第1次調査

② 小川町第2次調査

｀ ③ 小川町第3次調査

小川町第4次調査

小川町第5次調査

小川町第6次調査

小川町第7次調査

⑧ 事業団第1次調査

虚 2次調査 之しマ＼比どで土命色也些ン弓 がお仮ジのんが双 0 200~5000 /, 

経路については、埼玉県教委1983より転載

第 3図 調査区周辺の地形
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10 - ------一づ 4

H 58. 50m F区
言

1 3 

冒

1 褐色土 粘性弱 しまりやや有（表土）

2 にぶい黄褐色土 ローム粒子少粘性弱 しまりやや有（耕作土）

3 にぷい黄橙色士 浅間 Bプロック状に混入 (25%)

粘性やや有 しまり有

4 暗褐色士 炭化物微最粘性有しまり強

5 にぶい黄橙色土粘土屑 粘性 ・しまり強

6 慇色士 ローム粒子微嚢粘性 ・しまりやや有

7 黒褐色土 ロームプロック多粘性有しまりやや有

8 黒褐色土 粘性やや有しまり弱

三
゜

2,m 
l : 90 

9 巣褐色土 浅間B少粘性やや有 しまり有

10 暗灰色土 上部に高師小僧多数浅間 Bをプロック状に混入

粘性強 しまり弱

11 黒色土 浅間B多 粘性強しまり有

12 褐色土 粘性強しまりやや有

13 明黄褐色士粘性 ・しまり弱

14 灰色土 粘性強しまりなし

15 明黄褐色士粘性強 しまり弱

第4図基本土層図
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w 遺構と遺物

1 ■ 縄文時代の遺構と遺物

(1) ピット

L-64グリッドP4（第 9図）

F区北西部の、 L-64グリッドに位置する。第 4号

井戸跡、第 3号溝跡と重複し、新旧関係は、同遺構

よりも古い。遺構上部は第 3号溝跡に壊されており、

同遺構調脊後、底面を精査して検出された。また遺

構東側は第 4号溝跡に掘削を受け、確認された埋設

土器の一部が壊されている。

ピットの平面形は楕円形で、規模は、長軸92cm、

短軸63cm、深さ12cmを測る。主軸方向はN-38°-E 

／ピー

A
 

SE4 

A' 

を指す。

遺物は、縄文時代の埋設士器が確認されている。

黒雲母と石英を大量に含む阿玉台式の深鉢胴部で、

器高 6cmで全周のうち80~90％が巡る。器面は風

化・摩滅している。文様は 4単位で、地文は無文で

ある。隆帯により縦方向に区画を施し、これから斜

方向の隆帯が派生する。縦方向と斜方向の隆帯結節

点では、隆帯が肥厚し、ここから上位へ 2本の隆帯

が延びる。

A 57 Sm A' 

=ll//////'／/／／／／忍

＼心 ］ ¥ii八ヽ ＼

゜
10cm 

1 4 

50cm 
1•20 

第9図縄文時代のピット

(2) グリッド・その他の遺物

グリッドおよびその他の地点で遺物が出土してい

る （第10図）。その他の遺物には遺構から出土したも

のも含まれているが、後世の流れ込みであることが

明らかなものはここへ帰属させた。 1~11が土器、

12~16が石器である。

出土地点は、 1が第14号溝跡、 4が第129号土堀、

5~8が第 4号井戸跡、 10• 13が第131号土城、 11が

L -64グリッド P7、14は第129号土堀、 15がJ-65 

一括、 16がJ-66グリッドー括、 2• 3 • 9 • 12がF区

一括遺物である。

1は繊維士器、 2~8は阿玉台系土器、 9は加曾

利E式土器である。

1は繊維を多量に含む胴部破片で、地文は単節縄

文RLを横位に施文する。

2は波状口縁部の破片で、胎土に多量の白色砂礫、

少量の黒雲母を含む。波底部から横方向に 2列の角

押文が施され、下位に単節縄文LRを施す。口縁端

部は角頭状に整形され、土器内面は外面の、角押文

の横位列付近の高さまで水平に肥厚する。 3は頸部

破片で胎土に大量の白色砂礫、黒雲母を含む。頸部

は無文で、上位は沈線を、下位は隆帯を横走させ区

-17-
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第10図 縄文時代の遺物

画する。 4は隆帯により楕円形区画を施す。区画内

は斜行沈線で充填される。 5 • 6は同一個体の胴部

破片で、縦方向に隆帯を施す。胎土に大量の黒雲母、

少量の砂礫を含む。 7、 8は無文の胴部破片である。

胎土に少量の砂礫、黒雲母を含む。

9は隆帯で縦位区画し、区画内に斜方向の沈線を

施す。10は隆帯を垂下させた胴部破片である。胎土

に砂礫を多量に含む。11は単節縄文LRが施される。

胎土に多量の砂礫を含む。

12は砂岩製の打製石斧で、形状は撥形である。刃

部の調整がやや粗い。長さ10.5cm、幅5.5cm、厚さ1.8

cm、重さl18.8g。13は球形の敲石で、長径7.7cm、短

径6.5cm、厚さ4.9cm、重さ332.3gである。

14は凹石で11孔が確認される表面以外の各面が欠

損 している。長軸14.9cm、短軸14.2cm、厚さ 10.8cm、

重さ2383.7cmである。

15は基部に緩やかな扶りの入チャート製無茎石鏃

で、長さ1.8cm、幅1.8cm、厚さ0.5cm、重さ1.5gである。

16は黒曜石製無茎石鏃で、長さ1.5cm、幅0.8cm、厚さ

0.3cm、重さ0.5gである。

-18 _ 



2. 中世の遺構と遺物

(1)土堀

第 1号土堀（第11図）

D区北東部の、 R• S-59グリッドに位置する 。

R-59グリッド Plを切っている。平面形は、不整楕

円形を呈する。断面形は、底部が緩やかに窪み、壁

面は垂直に近い立ち上がりをもっており、 U字形に

近い。

規模は長軸1.88m、短径軸0.25m、深さ0.88mを測る。

主軸方向はN-57°-Wを指す。遺物は出土しなかっ

た。

第2号土塀 （第11図）

D区北東部の、 R-58グリッドに位置する。他遺構

との重複関係はない。平面形はやや膨らみをもった

長方形を呈する。断面形は、底面が平坦であり、立

ち上がりの急な逆台形に近い。

規模は長軸1.16m、短軸0.83m、深さ0.62mを測る。

主軸方向はN-71°-Wを指す。遺物は出土しなかっ

た。

第3号土堀 （第11図）

D区北東部の、 R• S-59グリッドに位置する。

調査に伴って設けられた排水溝のため、プランは

部分的に失われている。第 4号土城を切っている。

平面形は不整楕円形と推定される。断面形は皿状を

呈する。

検出し得た範囲内での規模は、東西0.9m、南北

1.27m、深さ0.23mを測る。検出状況からみた主軸方

向は、 N-69°-Eを指す。遺物は出土しなかった。

第4号土堀 （第11図）

D区北東部の、 S-59グリ ッドに位置する。第 3号

土城に切られる。平面形は、 隅丸の方形または長方

形と推定される。断面形は、底面が平坦で、壁面が

やや急角度で立ち上がる箱型を呈すると推定される。

検出された範囲内での規模は、東西1.00m、南北

0.46m、深さは0.22mを測る。検出状況からみた主軸

方向は、 N-69°-Eを指す。遺物は出土しなかった。

第5号土塀（第11図）

D区南西部の、Q-57グリッドに位置する。他遺構

との重複関係はない。平面形は、長方形を呈すると

推定される。断面形は、底面が平坦な皿状を呈する。

規模は長軸0.73m、短軸0.5m、深さ0.06mを測る。

主軸方向はN-45°-Wを指す。遺物は出土しなかっ

た。

第6号土塀 （第11図）

D区南東部の、p-57グリッドに位置する。南東側

は調査区外に続く。他遺構との重複関係はない。平

面形は長方形を呈すると推定される。

検出し得た範囲内での規模は、長径0.42m、短径

0.39m、深さ0.02mを測る。主軸方向はN-44° -Wを

指す。遺物は出土しなかった。
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第7号土堀 （第11図）

E区北東部のN-68グリッドに位置する。第 8号

土城を切る。調査区外に延びるため、全体の平面形

は不明である。断面形は、底面が緩やかに窪む逆台

形を呈する。

検出し得た範囲内での規模は、長軸1.12m、短軸

0.25m、深さ0.53mを測る。主軸方向は不明である。

遺物は出土しなかった。

第8号土壊 （第11図）

E区北東部のN-68グリッドに位置する。南側部分

は、調査区外に続いている。第 7号・第 8号土城に

切られている。土堀のコーナ一部分が 1箇所検出で

きたのみであるため、平面形は不明である。底面は

比較的平坦である。

検出し得た範囲内での規模は、長軸0.84m、短軸
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0.25m、深さ0.58mを測る。遺物は出土しなかった。

第9号土壊 （第11図）

E区北東部のN-68グリッドに位置する。北東コー

ナ一部分は、調査区外に続く 。谷地形に接している

ため、東側プランの一部が失われている。

検出し得た範囲内での規模は、長軸1.31m、短軸

1.06m、深さ0.28mを測る。主軸方向はN-29° -Wを

指す。遺物は出土しなかった。

第10号土壊 （第11図）

E区北東部の、 N-67• 68グリッドに位置する。他

遺構との重複関係はない。平面形は方形で、断面形

は底面が比較的平坦な皿状を呈する。

規模は、長軸1.03m、短軸0.88m、深さ0.10mを測る。

主軸方向はN-40°-Wを指す。遺物は出土しなかっ

た。

第11号土堀 （第11図）

E区北東部の、 N-67グリッドに位置する。他遺構

との順複関係はない。平面形は方形に近い長方形で、

断面形は底面が比較的平坦な皿状を呈する。

規模は、長軸1.15m、短軸1.05m、深さ0.09mを測る。

主軸方向はN-51°-Wを指す。遺物は出土しなかっ

た。

第12号土堀 （第12図）

E区北東側の、 N-67グリッドに位置する。他遺構

との重複関係はない。平面形は方形で、断面形は底

面が比較的平坦な皿状を呈する。

規模は、長軸1.05m、短軸0.97m、深さO.llmを測る。

主軸方向はN-44°-Wを指す。土師器甕の小破片が

1点出土したが、図化には至らなかった。

第13号土堀 （第12図）

E区中央部の東寄 り、 M-67グリッドに位置する。
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他遺構との重複関係はない。平面形は楕円形、断面

形は底面が比較的平坦な逆台形を呈する。

規模は、長軸0.82m、短軸0.71m、深さ0.36mを測る。

主軸方向はN-89°-Eを指す。遺物は出土しなかっ

た。

第14号土堀 （第12図）

E区南西部の L-66グリッドに位置する。他遺構

との重複関係はない。平面形は隅丸長方形で、断面

形は底面が平坦な箱状を呈する。

規模は、長軸2.58m、短軸1.05m、深さ0.22mを測る。

主軸方向はN-27°-Wを指す。遺物は出土しなかっ

た。

第15号土堀 （第12図）

E区北西部の、 M-66グリッドに位置する。他遺

構との重複関係はない。平面形は円形で、断面形は

底面が比較的平坦な皿状を呈する。

平面規模はl.05mX1.00m、深さは0.09mを測る。遺

物は出土しなかった。

第16号土堀 （第12閲）

E区南西部の、 L-66グリッドに位置する。第17号

土城を切っている。平面形はほぼ円形で、断面形は

底面が緩やかに窪む逆台形を呈する。

平面規模は1.34mx 1.32m、深さ0.27mを測る。土師

器甕の小破片が 2点出土した。

第17号土堀 （第12図）

E区南西部の、 L-66グリッドに位置する。第16号

土堀に切られている。平面形は、円形を呈すると思

われる。断面形は、底面が緩やかに窪む逆台形を呈

する。

平面規模は1.29mx (1.23) m、深さ0.27mを測る。土

師器甕の小破片が 2点出土したがが、図化には至ら

なかった。
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第18号土堀（第12因）

E区南西部の、 L-66• 67グリッドに位置する。他

遺構との重複関係はない。平面形はほほ円形で、断

面形は底面が比較的平坦な皿状を呈する。

平面規模は1.2mx1.06m、深さは0.08mを測る。土

師器甕・常滑産の甕の小破片が 1点ずつ出土したが、

図化には至らなかった。

第19号土堀 （第12図）

E区の南寄り、 L-67グリッドに位置する。他遺構

との重複関係はない。平面形は円形で、断面形は底

面が比較的平坦な皿状を呈する。

平面規模は1.02mx 0.96m、深さは0.07mを測る。遺

物は出土しなかった。

第20号土堀（第12図）

E区南西部の、 L-66グリッドに位置する。他遺構

との重複関係はない。平面形は楕円形で、断面形は

底面が緩やかに窪む皿状を呈する。

規模は、長軸1.02m、短軸0.9m、深さO.llmを測る。

主軸方向はN-35°-Eを指す。土師器甕の小破片が

1点出土したが、図化には至らなかった。

第21号土堀 （第12図）

E区南西部の、 L-66グリッドに位置する。他遺構

との重複関係はない。平面形は円形に近い楕円形で、

断面形は底面が緩やかに窪む皿状を呈する。

規模は長軸1.15m、短軸1.06m、深さ0.24mを測る。

主軸方向はN-90°-Eを指す。土師器甕の小破片が

1点出土したが、図化には至らなかった。

第22号土城 （第12図）

E区南西部の、 L-66• 67グリッドに位置する。他

遺構との重複関係はない。平面形は円形で、断面形

は底面が緩やかに窪む皿状を呈する。

平面規模は0.96mx 0.94m、深さはO.lmを測る。遺

物は出土しなかった。
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第23号土塙 （第12因）

E区南西部の、 L-66グリ ッドに位置する。第24号

士堀を切っている。平面形は円形で、断面形は底面

が比較的平坦な椀状を呈する。

平面規模は1.48mx1.3m、深さは0.40mを測る。土

師器甕の小破片 4点、陶磁器の小破片 1点が出土し

たが、図化には至らなかった。

第24号土壊 （第12図）

E区南西部の、 L-66グリッドに位置する。第23号

土堀に切られている。平面形は円形、断面形は底面

が比較的平坦な椀状を呈すると推定される。

平面規模はl.Olmx (1.05) m、深さは0.40mを測る。

遺物は出土しなかった。

第25号土壊 （第12図）

E区南部の、 L-67グリッドに位置する。他遺構と

の重複関係はない。平面形は円形に近い不整形で、

断面形は底面が比較的平坦な椀状を呈する。

平面規模は1.12mx 1.10m、深さは0.16mを測る。遺

物は出土しなかった。

第26号土壊 （第12図）

E区南西部の、 L-66グリ ッドに位置する。他遺構

との重複関係はない。平面形は隅丸長方形で、断面

形は底面がやや波打つ皿状に近い。

規模は、長軸1.07m、短軸0.89m、深さ0.14mを測る。

主軸方向はN-42°-Wを指す。緑泥片岩と磁器の小

破片が1点ずつ出土したが、図化には至らなかった。

第27号土堀 （第13図）

F区南東部の、J-66グリ ッドに位置する。第 1号

溝跡に切られている。平面形は楕円形で、断面形は

底面が比較的平坦な逆台形を呈する。

規模は、長軸1.08m、短軸0.87m、深さ0.36mを測る。

主軸方向はN-90°-Eを指す。緑泥片岩他の石が十

数点出土したが、図化には至らなかった。
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第28号土塀（第13図）

E区南部の、 K-67グリ ッドに位置する。他遺構と

の重複関係はない。平面形は円形で、断面形は浅い

U字形を呈する。

平面規模はl.02mxl.OOm、深さは0.13mを測る。遺

物は出土しなかった。

第29号土堀（第10• 13図

F区南東部の、 K-65グリッドに位置する第 2号溝

跡に切られている。平面形は隅丸長方形で、断面形

は底面が比較的平坦な皿状を呈する。

規模は、長軸3.34m、短軸1.21m、深さ0.27mを測る。

主軸方向はN-65° -Wを指す。

阿玉台期の縄文土器編 1点 （第10図4) と、窪石

1点（第10図14 長さ14.9cm、幅14.2cm、厚さ10.8cm、

重さ2,383.7g、雲母片岩製）のほか、緑泥片岩4点、

須恵器甕の小破片 1点が出土したが、これらについ

ては図化には至らなかった。

第30号土堀（第13図）

F区南東部の、 K-65グリッドに位置する。他遺構

との重複関係はない。平面形は円形で、断面形は底

面が比較的平坦な皿状を呈する。

規模は、長軸0.68m、短軸0.65m、深さ0.07mを測る。

遺物は出土しなかった。

第31号土壕（第13• 14図）

F区中央の、 K-65グリッドに位置する。第 2号土

堀に切られている。平面形は隅丸方形に近い不整形

で、断面形は底面が比較的平坦な逆台形と推定され

る。

規模は、長軸2.46m、短軸2.25m、深さ0.22mを測る。

主軸方向はN-20° -Eを指す。

敲石が 1点（第10図13 長さ7.7cm、幅6.5cm、厚さ

4.9cm、閃緑岩製）のほか、緑泥片岩 2点が出土した。
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第32号土壊 （第13図）

F区中央の、 K-64• 65グリッドに位置する。第

31 • 36号土城を切っている。平面形は隅丸長方形で、

断面形は底面が比較的平坦な椀状形を呈する。

規模は、長軸2.15m、短軸1.22m、深さ0.46mを測る。

主軸方向はN-72°-Wを指す。陶器の小破片と石が

2点ずつ出土したが、図化には至らなかった。

第33号土堀（第13• 14図）

F区中央部西寄りの、 K-64グリッドに位置する。

第34号土堀を切り、第 2号溝跡に切られている。平

面形は不整形で、断面形は底面が比較的平坦な皿状

もしくは椀状を呈する。

規模は、長軸3.22m、短軸2.28m、深さ0.47mを測る。

主軸方向はN-58° -Wを指す。青磁壺の小破片が 1

点 （第14図 1) のほか、緑泥片岩などの石が十数点

さらに漆碗から剥がれたと思われる漆の断片や自然

木などが出土したが、図化には至らなかった。

第34号土城 （第13図）

F区中央部西寄りの、 K-64グリッドに位置する。

第2号溝跡に切られている。平面形は隅丸方形、また

は隅丸長方形、断面形は底面が平坦な逆台形と推定

される。

規模は、長軸0.93m、短軸0.77m、深さ0.23mを測る。

遺物は出土しなかった。

第35号土堀 （第13図）

F区中央部西寄 りの、 K-64グリッドに位置する。

他遺構との重複関係はない。平面形は円形で、断面

形は壁面の立ち上がりの急なU字状を呈する。

規模は、長軸0.66m、短軸0.57m、深さ0.38mを測る。

主軸方向はN-90° -Eを指す。遺物は出土しなかっ

た。

第36号土壊（第13• 14図）

F区中央部のK-64・65グリッドに位置する第32号



土城に切られている。平面形は隅丸長方形で、断面

形は椀状に近い。

規模は、長軸3.05m、短軸2.02m、深さ0.4mを測る。

主軸方向はN-72°-Wを指す。

カワラケの破片が 2点（第14図2 • 3)検出され

SK 33 SK 36 

た。 2は、口径 (13.7)cm、器高2.3cm、焼成普通、橙

色、残存率10%、手捏ね。時期は、 13世紀前半と考

えられる。 3は、口径(10.5)cm、器高 （2.5)cm、焼成

普通、橙色、残存率10%、手捏ね。

言 ／ 叉三三万三三~2

10cm 
1 : 4 

第14図土堀出土遺物
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(2)井戸跡

第1号井戸跡 （第15• 16図）

E区北東部の、 M • N-67グリッドに位置する。平

面形は楕円形で、断面形はU字状を呈する。開口部

径1.92mx 1.46m、底面径1.54mx 0.99m、確認面から

の深さ1.28mを測る。素掘り 。凝灰岩製の砥石 l点

（第16図1)と、礫が 1点出土している。砥石は両端

分を欠き、他の 4面を研ぎ面としている。長さ8.5cm、

幅2.1cm、厚さ1.5cm、凝灰岩製、灰オリーブ色。

第2号井戸跡 （第15図）

E区東部の、 L• M-67グリッドに位置する。平面

形は楕円形で、断面形はU字状を呈する。開口部径

2.07m x 1.64m、底面径1.42mx 0.89m、確認面からの

深さ1.43mを測る。素掘り 。礫が 2点出土しているが、

図化には至らなかった。

第3号井戸跡 （第15• 16図）

F区西部の、 K • L-64グリッドに位置する。平面

形は円形で、断面形は漏斗状を呈する。開口部径

2.19m x 2.17m、中段部径l.77mX1.61m、調査最下面

での径l.05mX0.98mを測る。確認面から深さ1.43mま

でを調査したが底面には至らなかった。素掘り 。板

状木製品（第16図5)と、緑泥片岩を含む石が計 3

点出土している。板状木製品は長さ66.9cm、幅80cm、

厚さ1.7cm、孔径0.6cm• 0.4cm • 0.4cmを測る。
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第4号井戸跡 （第15• 16図）

F区西部の、 L-64グリッドに位置する。第3号溝

跡を切る。平面形は円形で、断面形は立ち上がりの

急な逆台形を呈する。開口部径0.86mx 0.80m、底面

径0.49mx 0.37m、確認面からの深さ0.87mを測る。素

掘り 。阿玉台期の土器破片 4点 （第10因5~8) と、

板碑の破片の可能性をもつ緑泥片岩 3点を含む石が

計 9点、さらに木製品 2点 （第16図6 • 7) が出土

している。

6は一方を欠き、もう一方は先端部を尖らせてお

り杭状を呈する。長さ52.3cm、幅7.0cm、厚さ4.5cmを

測る。7は板状を呈する。長さ19.5cm、幅10.0cm、厚

さ0.6cmを測る。

第5号井戸跡 （第15• 16図）

F区北西部の、 L-63グリ ッドに位置する。平面形

は円形で、断面形は漏斗状を呈する 。開口部径

1.60m x 1.45m、中段部径1.04mx l.Olm、底面径

0.65m x 0.63m、確認面からの深さ1.91mを測る。素掘

り。青磁碗の破片 （第16図 2)と、漆碗の破片が

（同図 3 • 4)、阿玉台期の土器片、および板碑の破

片の可能性をもつ緑泥片岩 2点を含む石が十数点出

土している。 3と4は植物を図柄としていると推定

されるが、同一固体か否かは不明である。
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5 灰黄褐色土 ロームブロック少

SE2 

1 灰黄掲色士火山灰 ・ローム粒少 抽土粒子微品
2 灰黄掲色土炭化物多 ローム粒・火山灰少焼土粒子微呈
3 灰鼓掲色上 ローム粒 ・火山灰少拭
4 灰黄掲色土火山灰多 ローム粒少
5 灰黄褐色土焼土プロック少
6 暗褐色土 ロームブロック多
7 暗褐色士 ロームプロックが集中して堆積
8 暗掲色士 ロームブロックと 6層土で構成される屑

しまり弱
9 暗掲色土 ローム粒少
10 黒褐色土 ローム粒少

SE3 

1 黄灰色土
2 黄灰色土
3 黒色士
4 黒掲色士

粘性弱 しまり有
粘土プロック多品 粘性 ・しまり 弱
粘性強 しまり弱
粘性強 しまり弱

A' 

SE4 

1 黒褐色士 ロームプロック(</,10~20mm)微品 粘性・ しまり弱
2 灰褐色土 粘性 ・しまり 弱
3 黒色土 枯性・しまり弱
4 明黄褐色土粘性 ・しまり弱
5 黒色土 粘性・しまり弱

SE  5 
1 黒掲色十 ローム粒(</,1~3mm)微埜粘性・しまり弱
2 黒褐色土 粘土プロック（が 50~100mm)微登粘性 ・しまり初
3 暗赤褐色土 ロームプロック(</,20~30mm)微批粘性 ・しまり弱
4 黒色上 粘士プロック(<P50~100mm)多粘性・しまり弱
5 黒色土 粘性・しまり弱

゜
2m  

＇ 160 

第15図井戸跡
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第16図 井戸跡出土遺物
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(3)溝跡

第1号溝跡 （第17• 18図）

F区の、J-66、K-64~66グリッドに位置する。

第27• 31号土城に切られる。N-109° -Eの向きで、

東西に走る。全長24.92m、幅0.85~1.23m、深さ0.05~

0.10mを測る。陶器の小破片 2点と礫が少数出土した

が、図化し得たのは 1点であった。

第2号溝跡 （第18図）

F区の、J-65・66、K-64~66、L-63• 64グリッ

ドに位置する。溝の大半が第29• 31~34 • 36号土堀、

第 3号井戸跡に切られている。N-125° -Eの向き

で東西方向に走る。全長29.50m、幅0.07~0.58m、深

さ0.07~0.09mを測る。須恵器や陶器の小破片や礫が

少数出土したが、図化には至らなかった。

第3号溝跡 （第18図）

F区の、 L-63• 64グリッドに位置する。第4号井

戸跡・ L-63グリッド P l •L-64グリッド P4に切ら

れている。N-124° -Eの向きで東西方向に走る。

s D ー。
＜ニロニ）

10cm 
1 :4 

第17図 第1号溝跡出土遺物
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全長9.28m、幅0.73m、深さ0.05~0.09mを測る。粘土

塊が 1点出土したが、図化には至らなかった。

第4号溝跡 （第18図）

F区の、 L-63• 64グリッドに位置する。両端とも

に失われており、途中も 一部途切れていると思われ

る。検出し得た範囲内で、長さ3.89m、幅0.22~0.64m、

深さ0.03~0.05mを測る。N-50°-Wの向きで北西

から南東方向に走る。遺物は出土しなかった。

第5号溝跡 （第18図）

F区の、 L-63• 64グリッドに位置する。両端とも

に失われており、途中も 一部途切れていると思われ

る。検出し得た範囲内で、長さ2.93m、幅0.25~0.74m、

深さ0.05~0.08mを測る。N-54°-Wの向きで北西

から南東方向に走る。

両端部ともに調査区外に続いており、長さは不明

である。検出し得た範囲内では、長さ15.0m、上幅

0.55~1.40m、下幅0.28~0.55mを測る。遺物は出土し

なかった。
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SD1 

1 黒色士 粘性・しまり弱
2 黒褐色土粘性・しまり弱
3 黒色上 地山の褐色土が斑状に混じる 粘性・しまり勅

SD2 

1 黒色士 地山の褐色士が斑状に混じる 粘性 ・しまり弱

2 黒褐色土粘性・しまり弱

SD3 

1 馬褐色士粘性やや有 しまり有

SD4 

1 褐灰色土 ローム粒少粘性・しまり弱

SD5 

1 褐灰色士焼土粒微拭 ロームプロック少粘性 ・しまり弱

S D 2  

゜
4m  

＇ 1150 

第18図溝跡

-31 -



(4)竪穴状遺構

第1号竪穴状遺構 （第19図）

E区南部のK-67グリッドに位置する。平面形は楕

円形、断面形は底部が比較的平坦な皿状を呈する。

規模は長軸3.05m、短軸2.81m、深さ0.22mを測る。

遺構内でば炉と推定される遺構と、 2基のピットが

確認されている。各々の規模は、炉が0.41mx 0.40m、

深さ0.12m、Plが0.25mx 0.24m、深さ0.40m、P2が

0.32m x 0.24m、深さ0.28mを測る。礫 5点が出土して

いるが、図化には至らなかった。

炉

SXl 

A 

B ⑤ B‘ 

A 58.6m 

冒

B 58.4m B' 

言言言

P1 

C 58.4m C' 

］ 

P2 

D 58.4m D' 

言
A' S X 1 

1 灰褐色士 ロームプロック(</>5~10mm)微砧粘性 ・しまり弱
2 にぶい黄褐色土 ロームプロック(</>10~30mm)微祉粘性 ・しまり弱
3 黒褐色土 焼土粒(</>5~10mm)微 屈 粘性 ・しまり茄

地山直上に焼土屈有
ピット 1

1 黒褐色土

2 黒色土
ピット 2

1黒掲色土

ローム粒(<I>1~3mm)少拭粘性 ・しまり弱
ロームプロック(,t,10~20mm)多粘性 ・しまり弱

ロームプロック(</>10~30mm)少ローム粒(</>5~10mm)少
粘性 ・しまり弱

A' 
炉
1 褐灰色土 粘性・しまり弱

2 明赤掲色土 焼土屑しまり弱

゜
2m  

＇ 160 

第19図竪穴状遺構
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(5) ピット

検出されたピットは、 D区で 2基、 E区で 1基、

F区で23基の、計26基である。地点的には F区内の

L-64グリッドに21基が集中している。以下に各ピッ

トの平面形・断面形と、規模を長径 x短径 x深さ

(cm) の順に列記していく 。なお、ピット番号につい

ては、グリッドごとにPlから命名した。

D区

R-58グリッド（第22図）

P-1は、平面円形、断面椀形、規模は43cmx 33 

cmx 17cmを測る。

R-59グリッド（第22図）

p-1は、平面円形、断面逆台形、規模は46cmx 44 

cm x 32cmを測る。

E区

M-68グリッド （第22図）

P-1は、平面楕円形、断面逆台形、規模は53cmx 

38cmX23cmを測る。

F区

J-65グリッド（第22因）

P-]は、平面楕円形、断面皿形、規模は40cmx 37 

cmX 5cmを測る。

L-63グリッド（第22図）

P-1は平面円形、断面椀形、規模は36cmx 35cm x 

18cmを測る。

L-64グリッド（第20• 21 • 23図）

p-l、は平面円形、断面椀形、規模は25cmx 23 

cmx 6cmを測る。P-2は平面円形、断面U字形、規

模は30cmx 27cm x 21cmを測る。P-3は平面円形、断

-33 -

面U字形、規模は30cmx 26cm x 22cmを測る。遺構内

より、壺の破片が 1点（第23図13)出土した。D径

(9.0) cm、残存高4.3cm、常滑産、 12世紀後半。

P-4は、平面不整形、断面椀形、規模は30cmx 20 

cm x 14cmを測る。P-5は、平面楕円形、断面椀形、

規模は30cmx 21cm x 13cmを測る。P-6は、平面円形、

断面椀形、規模は26cmx 22cm x 15cmを測る。

p-7、は平面円形、断面椀形、規模は30cmx 29 

cm x 17cmを測る。P-8は、平面楕円形、断面不整形、

規模は35cmx 26cm x 15cmを測る。P-9は、平面楕円

形、断面椀形、規模は28cmx 22cm x 7 cmを測る。

P-10は、平面楕円形、断面椀形、規模は45cmx 34 

cmX 13cmを測る。P-llは、平面円形、断面椀形、規

模は33cmx 26cm x 7 cmを測る。P-12は、平面円形、

断面椀形、規模は27cm x 22cm x 10cmを測る。

p-13は、平面円形、断面U字形、規模は26cmX24 

cm x 18cmを測る。P-14は、平面円形、断面椀形、規

模は19cmx 19cm x llcmを測る。P-15は、平面楕円形、

断面皿形、規模は23cmx 26cm x 8 cmを測る。P-16、

は平面楕円形、断面皿形、規模は35cmx 26cm x 8cmを

測る。P-l7は、平面楕円形、断面逆台形、規模は39

cm x 28cm x 12cmを測る。P-18は、平面円形、断面椀

形、規模は26cmx 22cm x 13cmを測る。P-19は、平面

楕円形、断面U字形、規模は28cmx 22cm x 13cmを測

る。 P-20は、平面円形、断面椀形、規模は27cmx 26 

cm x llcmを測る。P-2]は、平面円形、断面U字形、

規模は21cmx 20cm x 20cmを測る。



L-64 

•で
P1◎ 

¥1  

P ・ロ
＼タ一

SD5 

、4/累
〗
0

.4, 

／
 

／
 

4
.
 

8
 

ド

／

p
 

⑤
 

／
 

ー
・
ト

＜
 

， 
や／ • 

(Q)P11 
ゃ／ ， 

マ／・

@p12 
▽./ 

、<(i

◎P13 

＜． I 

， 

も• ℃・ 
pg (QJ (j P10 
▽.I ゃI

S01 

P14 :,, 
や．

◎ 
応

P15 

A 《》 §.9

A’/← 
-̂0O) -•も·©

P16P17 / P19 
◎ ・ゃ

'?:/ P18 

~~--~ 
K-64 

P11 P12 

Pl P2 l 」̂81m 3: A」81m ぶ

冒 冒
P6 

A 58.lm A'A  58」m

P13 

P7 

P14 
A 58.lm A'A  58.lm A' A 58.lm A'A  58.lm A' ． ．．  

冒 冒量冒言

P3 

A 58.1m A' 

冒
A' A 58.lm 

P8 pg 
A'A  58.lm A'A  58.lm 

P15 

A 58.lm A' ． ． 

言冒言

P20 
P21 

A 

c ◎ A' 

P5 P4 

A A' A 581m A 581m 

胃冒
P10 

A' 

冒 胃冒冒冒

゜
2m  ， 

1 :60 

第20図ピット (1)

-34-



P16 P17 

A 58.1m 

P18 

A'A  581m A' 

冒

P19 

A 58.lm A'A  58.lm 

冒
L-64グリッド
P 1 1 黒褐色士 ローム粒(</>3~5mm)少焼土粒微盤粘性弱 しまり有

P 2 1 黒色士 焼士粒(</>2~5mm)・粘土プロック ・炭化物</>5mm微最

粘性弱 しまり有

P 3 1 黒褐色土 ロームブロック(</>20~30mm)微品粘性弼 しまり有

2 黒色士 粘性弱 しまりやや有

P 4 1 灰黄褐色士 ローム粒(<I>1~2mm)微砧粘性・しまり弱

P 5 1 褐灰色土 ローム粒(<I>5~lOmm)拭焼士粒微試粘性 ・しまり弱

P 6 1 褐灰色土 粘土プロック(<I>lO~20mm)微品粘性弱 しまり有

P 7 1 灰黄褐色土 ローム粒(<P1~2mm)微量粘性弱 しまり有

P 8 l 灰黄掲色士 ローム粒(q,3~5mm)少粘性弱 しまり有

P 9 1 黒褐色上 ローム粒(</>2~3mm)微此粘性・しまり弱

PlO 1 褐灰色土 ロームブロック(</>20~40mm)少粘性弼 しまり有

P20 P21 

A' 

'シ///□員言。 2m 

＇ 1 • 6 0 

P 11 1 灰黄褐色土粘性弱 しまり有

P 12 1 黒褐色土 ローム粒(¢ 2~3mm)微虻粘性弱 しまり有

P 13 1 灰黄褐色土焼土粒($1~2mm)微品粘性弱 しまり有

P 14 1 灰黄褐色土焼土粒($2~3mm)微絋粘性弱 しまりやや有

P 15 1 黒褐色土 ローム粒($1~2mm)微菌粘性弱 しまり有

Pl6 1 黒褐色土 ローム粒(¢ 1 mm)微品粘性弱 しまり有

P 17 1 灰黄褐色土 ローム粒($1~2mm)拭粘性弱 しまり強

P 18 1 黒褐色土 ロームブロソク(¢ 1~2mm)微址粘性弱 しまり強

P 19 1 灰装褐色士 ローム粒・焼土粒($1~2mm)微産粘性弼 しまり有

P 20 1 黒褐色士 焼士粒($1 mm)微枇粘性弱 しまりやや有

P 21 1 黒褐色土 ローム粒($1 mm)微品粘性弱 しまりやや有

第21図ピット (2)

R-58 P1 ¥ A59.lm 

A-c-A言冒口言
D区

Pl 

L-63 P 1 

A, 

/ A 58.0m A' 

SD3 

A-I□)¥ _A言：`言

R-59 P 1 
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9 -
A 59. lrn A, 

A-591口A 二三：
ー
—
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J -65 P 1 

~ A 9m A ' 

M-68 P1 

一
A 58. Im 

A, 

A_ (Q) _A 'L~言言言

こ A 言》□99
E区

◎ 

68 

ー

―

P1 

F区 F区

P1 

P1 

R-58グリッド
Pl 1 暗褐色土 ローム粒微景粘性弱

しまりやや有

R-59グリッド
Pl 1 褐灰色土 ロームブロック(~ 50mm)少

粘性強 しまり有

2 明黄褐色士粘性強 しまり有

M-68グリッド
Pl 1 暗掲色土 ロームブロック (¢l0~30mm)多

粘土粒(~ 5~10mm)少

粘性 • しまり弱

L-63グリッド
P 1 1 黒掲色士 粘性弱 しまり有

J -65グリッド
Pl 1 黒褐色土 粘性・しまり弱

0 2m  
' .'  1 : 60 

第22図ピット (3)
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第23図 グリッド ・表採出土遺物
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(6) グリッド出土遺物

グリッド出土遺物・調査区一括遺物等を第23• 24 

図に掲載する。D区か らは、遺物は出土していない。

E区も遺物の出は少なく、図化できたのは 2点であ

る。大部分の遺物が出土したのは F区であった。文

字や文様などがないため図化には及んでいないが、

板碑片と思われる石材が大量に出土している。

第2表 F区出土遺物観察表 （第23図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 重董

1 須恵器 尚台付碗か (14.5) (2.8) 5.6 

2 須恵器 坪 (11 3) (2.2) 5.8 

3 須恵器 杯 (1.6) (5.0) 16.1 

4 須恵器 杯 (0.8) (6.0) 62 

5 須恵器 坪 (1 0) (5.0) 

6 須恵器 杯 (1.2) 5.5 53.4 

7 須恵器 圭皿I [ (1 3) 11 0 

8 古代 高台付塊か (2 8) (8.0) 27 8 ， 常滑 甕 27 6 

10 常滑 甕 21 9 

11 常滑 甕 24.1 

12 常滑 甕 141.6 

13 常滑 壺 (9 0) (4.3) 22 6 

14 常滑 二ーA肋盆 (4.5) 92 4 

15 陶器 在地鉢 (20 6) (3 8) 32 7 

16 土師質 カラワケ (1 0 8) (2.6) 13 9 

17 瀬戸か 皿 (1 4) (3 2) 15 9 

18 青磁 碗 (2.1) (6.4) 31.5 

19 青磁 碗か (2.1) 5.6 71 6 

20 青磁 碗か (2.2) 7.1 

21 白磁 皿か (10.5) (1.6) 4.2 

22 天目 碗か (1.5) (4.9) 10 7 

23 磁器 31 9 

24 瀬戸 片口鉢 (21.8) (2.2) 29.8 

25 陶器 焙烙 (43.0) (5 3) (40 3) 57 5 

26 陶器 皿か (10.9) (2.2) 10 9 

27 石製品 用途不明品 長さ86幅60厚さ47重さ274.3

28 石製品 砥石 長さ61幅5.2厚さ2.5重さ139.2

残存（％）

破片

破片

15 
破片

破片

20 
破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

20 
破片

15 
破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

, 1~ 

愚那→「ーコ＇：こ．—

言］

焼成

普通

普通

普通

普通

普通
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第24図 E区出土遺物

色調 出士位置 ・備考

灰 J-65gNall 気泡多

灰 J-65gNo5 鳩山産

にぶい黄橙 J-64gNol 鳩山産

灰 J-64gNa4 鳩山産

灰 K-63g一括谷部

灰 鳩山産

灰黄褐 谷部鵠山産

橙 J-64gNolふ柱状高台付土師質皿か

灰黄褐 表採

灰 J-65gNol2 

灰オリーブ K-63gNol 外面釉薬付着

灰 J-65g池9釉薬付着 被熱か 13世紀代

灰 L-64gP3 釉楽付着 12世紀後半

灰オリーブ J-66gNo2 12世紀後半

黒 中世

にぶい橙 J-63gNal 手ずくね 13世紀前半

浅黄 K-64gNo3底部墨書・襟継ぎ痕あり内面全面釉薬

オリーブ灰 J-65gNol0 13世紀代

黄褐 K-64g慟6 龍泉窯 13世紀代

オリーブ黄 K-64gNn2 蓮弁あり 同安窯

灰白 谷部 J-65g 釉薬付着

にぶい黄橙 表採内面釉薬

オリーブ黄 K-64g内面釉薬 中世か

灰オリーブ 一括

黒 一括江戸時代

灰黄 一括志野織部

一括

J-64gNo9 

胃□夏□□言底径 IどI残□三I：三］登I一括内面口言置二

第4表 日向遺跡新旧対照表

遺構 新番号 旧番号 遺構 新番号 旧番号 遺構 新番号 旧番号 遺構 新番号 旧番号 遺構 新番号 旧番号遺構 新番号 旧番号 遺構 新番号 旧番号

SK 1 101 SK 13 113 SK 25 125 SE 1 1 SX 1 1 L-64 P-11 P-12 R-58 P-1 P-1 

2 102 14 114 26 126 2 2 P-12 P-13 

3 103 15 115 27 127 3 3 L-64 P-1 P-1 P-13 P-14 R-59 P-1 P-1 

4 104 16 116 28 128 4 4 P-2 P-2 P-14 P-15 

5 105 17 117 29 129 5 5 P-3 P-3 P-15 P-16 M-68 P-1 P-1 

6 106 18 118 30 130 P-4 P-4 P-16 P-17 

7 107 19 119 31 131 SD 1 14 P-5 P-5 P-17 P-18 L-63 P-1 P-1 

8 108 20 120 32 132 2 15 P-6 P-6 P-18 P-19 ， 109 21 121 33 133 3 16 P-7 P-7 P-19 P-20 J-65 P-1 P-1 

10 110 22 122 34 134 4 17 P-8 P-8 P-20 P-21 

11 111 23 123 35 135 5 18 P-9 P-10 P-21 P-22 

12 112 24 124 36 136 P-10 P-11 
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v 調査のまとめ

ここに報告する当事業団の第 2次調査（以下、事

業団 2次調査と表現する）の調査地点は、小川町教

育委員会による 1次調資（以下、町教委 1次調査と

表現する）の調査地点に隣接している（第 3• 25図）。

検出された遣構と遺物は、土城36基、溝跡 5条、

井戸跡 5基、竪穴状遺構 1基、ピット 26基であり、

縄文土器・石器、中近世の青磁碗・陶磁器・カワラ

ケ・漆椀のほか、木製板材や板碑片などが出土した。

なお、住居跡は確認されていない。

町教委 1次調査では、中世のものと推定される掘

立柱建物跡 1棟、 13世紀中葉～後半におさまる井戸

跡 7基をはじめとして、土城100基・溝跡15条などが

検出され、縄文土器・石器のほか、中近世の瓦質土

器・陶磁器・カワラケ・鉄製品などが出土した。町

教委 1次調査地点については、住居跡は検出されて

いないが、掘立柱建物跡 1棟が検出されている。

微地形的にみて、事業団 2次調査の調査地点は、

町教委 1次調査地点と同様に、低台地状の丘陵を下

りきった市野川の河岸段丘上に位置している。そし

て、検出された遺構については、ともに中世の士堀

と井戸跡を中心としており、内容的に同じ性格をも

っと考えられる。

なお、この問題と直接には関連しないものの、舶

載陶磁器を含むさまざまな中世遺物が出土しており、

その多くが小破片である、という事実は何に起因す

るのであろうか。同様な内容をもつ他遺跡に共通す

るのか否か。この点については、疑問点として掲げ

るにとどめ類例を待ちたい。

そこで、町教委 1次調査での成果から、事業団 2

次調査地点についての内容を、少しではあるが検討

してみたいと思う 。

町教委 1次調査では、土城から常滑甕、石硯、青

磁椀の破片などが少量出土しているが、遺構数から

みて、遺物の出土は全体的に非常に少ないといえる

（高橋・保田1996)。
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整理報告者は、前掲書中において土城の形態から、

A類： （長）方形または隅丸（長）方形、 B類：楕円形

または円形、 C類：不定形の 3つに分類された。

そしてA類については、 2つのタイプに細分され

た。即ち、 A-1類：覆土は茶褐砂質土基調とする。

B -2類：黒色または濃茶褐色粘質土を基調とし、

長大で深いものも存在する。

A類は、軸方向が等高線と併行または直行し、な

おかつ数基ずつが重複し、集中して分布する傾向が

ある。これに対して、 B・C類にはこうした傾向は

認められない。

A-1類の71号土城からは13世紀後半と考えられ

るカワラケが、 A-2類の69号土堀からは近世と思

われる硯片が出土している。B・C類については、

時期的な区別は認められない。

なおこれらの土城のうち、 A-2類の中には「サ

ツマドコ」と呼ばれる貯蔵穴の可能性をもつもの、

c類の中には風倒木痕の可能性をもつものがある、

と述べられている。

そういった土城の中で、報告者は71号土城（第25

図）を特に注目された。

71号士壊は、規模が2.3Xl.3mの隅丸楕円形を呈し、

遺構確認面からの深さは約20cmを測る。主軸方向は、

N-20° -Eを指す。

遺構内からは、底面から 5cmほど浮いた状態で遺

物が出土している。土城の北西コーナーからカワラ

ケ4点が出土した。そのうちの 3点は、正位の状態

で重なっており、残りの 1点は壁面に寄りかかるよ

うにして検出された。それよりもやや内側からは、

2点の不明鉄製品が重なって検出され、さらに土城

中央よりやや西寄りでは、刀子が切先を南に向けた

状態で出土した。なお、カワラケの時期は、 13世紀

後半である。

報告者は、遺構の形態、遺物の時期と出土状況な

どから、 13世紀後半の「北枕西向（側臥合掌）」を想
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起させる土城墓と推測された。71号土城以外の土城

の性格については、遺物が出土していないため判断

できないものの、小川町台ノ前遺跡や嵐山町行司免

遺跡の中世土堀などの例をひき、ひとつの可能性と

して墓堀の存在を示唆された。さらに、これらの土

城を検討するにあたって、「両墓制」の可能性につい

ても考慮する必要があると述べておられる。

次いで、事業団 2次調査地点の土城をみていきた

い。平面形は、（長）方形または隅丸（長）方形のもの、

楕円形もしくは円形のもの、不定形のものがあり、

町教委 1次調査地点の土堀と同様である。 しかし、

c類の土堀については、基本的に、 A類もしくは、

B類のものが歪んでいる結果であると推測される。

また、規模や方位についても、町教委 1次調査地

点の土城に類似しているといえよう 。さらに、数基

の土城が重複する例が存在するのも同様である。

出土遺物についても、非常に少なく、時期的に中

世である点でも共通している。因みに、町教委 1次

調査地点の土堀や井戸跡からは、 13世紀中葉～後葉

の常滑焼が出土している。そして、事業団 2次調査

地点では、第36号土城から13世紀前半のカワラケが

出土している。この他にも、遣構外からではあるが、

常滑産の12世紀後半の三筋壺、 13世紀代の甕のほか、

同じく 13世紀代の青磁片、龍泉窯系の破片、さらに

13世紀前半のカワラケなどが出土している。また、

時期は特定できないものの、蓮弁をもつ同安窯系の

碗（か）の破片が検出されている。

遺物をはじめとして、判断材料が根拠きわめて乏

しい中での仮定といわざるを得ないが、これらの土

堀に関しては、墓城の可能性をもつものが存在する

と思われる。そして、町教委 1次調査地点の土堀に

ついても、報告者の所見に同じく、墓堀の可能性を

もつものがあると考えられる。

既述のように、町教委 1次調査地点、事業団 2次

調査地点ともに、住居跡は確認されず、前者で掘立

柱建物跡 l棟が確認されたにとどまる。そのため、
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集落内・ 集落外のいずれであるかは不明であるが、

両地点は12~13世紀をはじめとした、中世の墓域の

ー画に位置していると推定される。その場合、時期

的にみて井戸は墓域内に存在した可能性が高いが、

どのような意味をもつ井戸であったのか、この点に

ついては、関心がもたれるところである。 しかし、

ここではこれ以上述べるだけの材料がない。

小川町教育委員会と当事業団に よる調査結果から

みて、集落域は日向遺跡の推定範囲の大部分を占め

る低丘陵上に立地していると考えられる 。町教委

2 • 3 • 5次調査地点は、低丘陵上に位置しており、

何らかの空間を画 していると思われる。この空間は

どのような性格なのであろうか。この点に関しても、

これ以上の言及はできない。

この低丘陵は、東西に展開しており、この丘陵上

を鎌倉街道上道が概ね南北に縦断している。

日向遺跡は多時期に跨るが、中世を中心にみると、

カワラケや在地産片口鉢、常滑焼のほか、青磁や白

磁、漆碗ほかが出土している。しかし、これは日向

遺跡に限らず、位置的に鎌倉街道上道に近い遺跡に

おける、中世の様相として少なからず見受けられる

傾向である。そして、この点に関しては、すでに小

川町教育委員会に よる調査報告書の中でも再三にわ

たって指摘されている事柄である。

今回の調査結果は、上記の内容に関して、さらな

る資料を付け加えたといえる。今後、日向遺跡およ

びその周辺地域、さらには鎌倉街道上道沿線に調査

の手が入れば、往時の様相がより 一層明らかになっ

てくるものと期待される。それによって、鎌倉街道

上道のもった意味の大きさが、より鮮明になってく

るといえよう 。なお、地形図を眺めてみると、事業

団 2次調査地点から北東約300mに「宿」、南東約

300mに「本宿」という地名が見受けられる。これに

ついては、鎌倉街道上道の名残りともいうべき地名

であろうか。図上には、道らしき表現はない。これ

は、痕跡の失われた結果と推測される。
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1 第 1号井戸跡
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11 

1 縄文土器 1 SD14（第10図l)、2表採（第10図2)、3F区（第10図3)、4SK29（第10図4)、5SE4（第10図6)、6SE4（第10図

5)、7SE4（第10図7)、8SE4（第10図8)、9F区（第10図9)、10K64G P7（第10図11)、11SK31（第10図10)

2
 

縄文土器 L64G P4（第9図） 3 敲石 SK31（第10図13)

~ 2 . 3 

4
 

凹石 SK29（第10図14) 5 打製石斧・石鏃

lF区（第10図12)、2J66G（第10図16)、3J65G谷 （第10図15)
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3
 

1 須恵器（外面）
1 J65G（第23図2)、2J65G（第23図1)、3J65G（第23図10)、
4 J64G（第23図4)、5K63G谷（第23図5)、6K63G谷（第23図7)、
7 J64G（第23図3)、8F区（第23図6)

2 須恵器（内面）
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5
 

. 11 

14 

，
 

ー 中・近世陶磁器（外面）

lE区（第24図2)、2L64G P3（第23図13)、3F区（第23図26)、4J65G谷 （第23図21)、
5F区（第23図24)、6J66G（第23図14)、7E区（第24図1)、8F区（第23図9)、9K63G（第23図11)、

10 J65G（第23図12)、11K64G（第23図20)、12SK33（第14図1)、13K64G（第23図17)、
14 K64G（第23図23)、15F区（第23図22)、16K64G（第23図19)、17J65G（第23図18)
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中 ・近世陶磁器（内面）
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1 中 ・近世陶器
1 SK36（第14図3)、2SK36（第14図2)、3J63G（第23図16)、
4 J64G（第23図8)、5F区 （第23図15)、6F区 （第23図25)

2 井戸跡 ・溝跡出土遺物
1 SEl（第17図l)、2SE5（第16図2)、3SDl（第16図1)
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